
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
粉状薬剤が充填されたカプセルを収容保持するカプセル収容保持部（３０）と、カプセル
収容保持部に施薬用の空気を供給するために、カプセル収容保持部に接続して設けられた
ポンプ部（５０）と、ポンプ部からカプセル収容保持部に設けられた空気流通路を介して
供給される空気により、カプセル収容保持部のカプセル内の薬剤を使用者の鼻腔に送達、
施薬するためにカプセル収容保持部に設けられて先端が１つあるいは２つに分岐して設け
られた薬剤施薬噴霧部（２０）と、カプセルの入出およびカプセルの軸方向両側に穴をあ
けるためにカプセル収容保持部にカプセルの軸方向に対して横方向にカプセルを移動でき
るように引出し式に設けられたカプセル入出部（４０）と、カプセル収容保持部にカプセ
ルの軸方向に対して横方向に設けられ、カプセルの軸方向両側

に穴をあけるための刃具（６０Ａ、６０Ｂ）とを備え、前記カプセル入出部（４０）
が、

構成となっている鼻腔用粉状薬剤施薬装置。
【請求項２】
 前記空気流通路に、穴あけ後のカプセルから落下、逆流してくる粉状薬剤を捕捉、捕集
し、ポンプ部に逆流させないためと、捕捉、捕集した粉状薬剤をポンプ部の作働により施

10

20

JP 3975327 B2 2007.9.12

端部を切断してその軸方向
両側

前記カプセル収容保持部（３０）へ入出させるカプセルを着脱するためのカプセル着
脱用凹部（４１）を有し、該凹部（４１）にカプセル（Ｋ）を置いてカプセル収容保持部
（３０）に入れ込むことにより、該凹部（４１）から突出するカプセル（Ｋ）の軸方向両
側端部（ＫＡ、ＫＢ）が前記刃具（６０Ａ、６０Ｂ）で切断されて、その軸方向両側に穴
があけられる



薬することができる空気流通路形状を持つ薬剤捕捉捕集部と、スプリングにより開弁圧力
を規定した一方向弁を設けてなる請求項１に記載の施薬装置。
【請求項３】
 使用者が鼻腔に粉状薬剤を施薬するときに、前記薬剤施薬噴霧部のノズルが、使用者の
鼻腔にならって挿入、施薬できるように可撓性を持つチューブで構成してなる請求項１に
記載の施薬装置。
【請求項４】
 前記薬剤施薬噴霧部が、先端が２つに分岐して設けられた薬剤施薬噴霧部である請求項
１ないし３のいずれかに記載の施薬装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、粉状の薬剤を鼻腔内に施薬するのに好適な鼻腔用粉状薬剤施薬装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般的に、鼻炎や鼻アレルギー等の疾患を持つ患者に粉状薬剤を鼻腔に施薬する治療方法
が知られている。この治療方法では、専用の施薬装置を用いてカプセル内に充填した粉状
の薬剤を鼻腔に施薬している。この治療方法に用いられる施薬装置としては、特開昭５９
－３４２６７号公報（以下、従来技術という）に示されるものが従来から案出されている
。
【０００３】
この従来技術における装置では、円筒部材の空気流入側にはポンプ部が設けられ、この円
筒部材の空気流出側にはカプセルが挿入される凹形状部が形成され、この凹形状部に先端
部を嵌合することによってカプセル収容部を形成し、このカプセル収容部からポンプ部に
向けて、弁機構を持つ空気導入通路が形成されている。
【０００４】
また、前記ポンプ部の他側にはもうひとつの弁機構が設けられ、この弁機構と空気導入通
路内の弁機構により、ポンプ部の押圧時にはカプセル収容部に空気導入通路を介して空気
が供給され、ポンプ部の復帰時には外部から空気をポンプ部内に吸い込むようになってい
る。
【０００５】
さらに、前記円筒部材の先端部に嵌合するキャップを有し、このキャップの内側には軸方
向に伸びる針を設け、前記円筒部材の凹形状部と開口部を有する先端部を嵌合させた状態
でキャップをはめることにより、カプセルの軸方向両側に穴あけを行う構成となっている
。
【０００６】
このように構成される従来技術では、まずカプセルの穴あけには粉状薬剤が充填されたカ
プセルを円筒部材の凹形状部に挿入した後に先端部を嵌合してカプセルをカプセル収納部
に挿着し、固い樹脂でできた先端部にキャップをはめることにより、先端部にガイドされ
たキャップの内側に設けられた針によりカプセルの軸方向両側先端部に穴をあける。
【０００７】
次に、薬剤を投与するには、円筒部材からキャップを外して先端部を使用者が片方の鼻腔
に挿入し、ポンプ部を押圧することによりポンプ部からの空気が空気導入通路を介してカ
プセル内に流れ、カプセル内の薬剤を使用者の鼻腔に送達して施薬し、また両鼻腔への挿
入以下の動作を繰返して行うことにより両鼻腔への施薬が行われる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
上述した従来技術による装置では、まずカプセルを円筒部材に挿入した後に円筒部材に着
脱可能な先端部を嵌合し、次に円筒部材に着脱可能なキャップを装置してこれを行うが、
これらの施薬準備動作が煩雑であり、使用者が動作を忘れるという問題も発生し、さらに
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先端部やキャップを紛失した場合には、施薬装置として使用できなくなる問題がある。
【０００９】
次に、穴あけ後から施薬動作に至る過程の動作によりカプセルから粉状薬剤が前記空気導
入通路内の弁機構を通過してポンプ部から落下してしまい、この場合にはカプセル内の薬
剤が少なくなり、使用者に必要な量の薬剤の施薬ができなくなると共に、ポンプ部内に落
下した薬剤の清掃を行う必要があるといった問題が発生する。
【００１０】
さらに、施薬時には先端部を使用者が使用者の鼻腔に挿入して施薬を行うが、先端部は固
い樹脂でできていることにより、鼻腔への挿入の際に鼻腔を傷つける恐れがあり、しかも
使用者の鼻腔形状にならわないことより鼻腔形状に適合しないため、鼻腔への施薬が妨げ
られて、効率のよい施薬ができないという問題がある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
上述した課題を解決するために、請求項１に記載の本発明は、粉状薬剤が充填されたカプ
セルを収容保持するカプセル収容保持部と、カプセル収容保持部に施薬用の空気を供給す
るために、カプセル収容保持部に接続して設けられたポンプ部と、ポンプ部からカプセル
収容保持部に設けられた空気流通路を介して供給される空気により、カプセル収容保持部
のカプセル内の薬剤を使用者の鼻腔に送達、施薬するためにカプセル収容保持部に設けら
れて先端が１つあるいは２つに分岐して設けられた薬剤施薬噴霧部と、カプセルの入出お
よびカプセルの軸方向両側に穴をあけるためにカプセル収容保持部にカプセルの軸方向に
対して横方向にカプセルを移動できるように引出し式に設けられたカプセル入出部と、カ
プセル収容保持部にカプセルの軸方向に対して横方向に設けられ、カプセルの軸方向両側

に穴をあけるための刃具とを備え、前記カプセル入出部が
、

構成となっている。
【００１２】
請求項２に記載の発明では、前記空気流通路に穴あけ後のカプセルから落下、逆流してく
る粉状薬剤を捕捉、捕集し、ポンプ部に逆流させないためと、捕捉、捕集した粉状薬剤を
ポンプ部の作働により施薬することができる空気流通路形状を持つ薬剤捕捉捕集部と、ス
プリングにより開弁圧力を規定された一方向弁を設けて構成したことにある。
【００１３】
請求項３に記載の発明では、使用者が鼻腔に粉状薬剤を施薬するときに、前記薬剤施薬噴
霧部のノズルを、使用者の鼻腔にならって挿入、施薬するために可撓性を持つチューブで
構成したことにある。
【００１４】
【発明の実施の形態】
本発明が提供する請求項１による粉状薬剤施薬装置の発明では、カプセル収容保持部にカ
プセルの軸方向に対して横方向に移動するように引出し式に設けられたカプセル入出部に
カプセルを置き、このカプセル入出部をカプセル収容保持部に収める動作により、カプセ
ル収容保持部にカプセルの軸方向に対して横方向に設けられた刃具がカプセルの軸方向両
側に穴をあける。
【００１５】
また、施薬時にはポンプ部から空気を供給し、この空気は穴があけられたカプセル内に流
入しカプセル内の薬剤を、薬剤施薬噴霧部の薬剤通路を介してノズルから使用者の鼻腔へ
送達、施薬される。
【００１６】
請求項２による発明では、カプセル収容保持部とポンプ部の間の空気流通路に薬剤捕捉捕
集部とスプリングにより開弁圧力を規定された一方向弁を設けたことにより、カプセルの
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端部を切断してその軸方向両側
前記カプセル収容保持部へ入出させるカプセルを着脱するためのカプセル着脱用凹部を

有し、該凹部にカプセルを置いてカプセル収容保持部に入れ込むことにより、該凹部から
突出するカプセルの軸方向両側端部が前記刃具で切断され、その軸方向両側に穴があけら
れる



穴あけ時にカプセルからポンプ部に落下、逆流する薬剤を捕捉、捕集しポンプ部への落下
、逆流を防止し得る。
【００１７】
また、施薬時にはポンプ部からの空気の圧力と流入により一方向弁が開弁して捕捉、捕集
した薬剤をカプセル内の薬剤と共にカプセル収容保持部や薬剤噴霧部を介してノズルから
使用者の鼻腔へ送達、施薬することとなる。
【００１８】
請求項３による発明では、使用者が鼻腔に施薬する時に、薬剤施薬噴霧部のノズルを鼻腔
に挿入するが、このノズルが可撓性をもつチューブでできているため、使用者の鼻腔にな
らって挿入できるのである。
【００１９】
【実施例】
以下、本発明の実施例を、図１ないし図７に基づき説明する。
【００２０】
図１は本実施例による鼻腔用粉状薬剤施薬装置の側面図を示し、図２は本実施例に示す鼻
腔用粉状薬剤施薬装置の側面図の断面図である。鼻腔用粉状薬剤施薬装置１０は、薬剤施
薬噴霧部２０と共にカプセルＫを収納保持するカプセル収納保持部３０と、カプセル収納
保持部３０に引出し式に設けられたカプセル入出部４０と、カプセル収納保持部３０の空
気流入側に位置して設けられカプセルＫに向けて空気を供給するポンプ部５０と、前記カ
プセル収納保持部３０のカプセル入出部４０のカプセルＫの軸方向両側に位置してカプセ
ル入出部４０の入出動作によりカプセルＫの軸方向両側に穴をあけるための刃具６０Ａ、
６０Ｂとから大略構成されている。
【００２１】
薬剤施薬噴霧部２０において、カプセル収容保持部３０のカプセルＫの軸方向上側（空気
流出側）には、薬剤通路２１が設けられ、薬剤通路２１の先端部は可撓性をもつチューブ
でできたノズル２２Ａおよび２２Ｂが形成される。
【００２２】
カプセル収容保持部３０のカプセルＫの軸方向下側（空気流入側）の空気流通路３１には
、カプセルＫから落下、逆流してくる粉末薬剤を捕捉、捕集する薬剤捕捉捕集部３２と、
同じくカプセルＫからの粉状薬剤のポンプ部５０への落下、逆流を防止する一方向弁３３
が設けられ、この一方向弁３３はスプリング３４によりポンプ部５０からの空気圧力が規
定圧力以上になった時に開弁するように、またポンプ部５０の空気圧力が規定圧力より低
い場合には空気流通入口３５を閉止して空気の逆流を防止するようになっている。
【００２３】
カプセル入出部４０は、カプセルＫを着脱する位置にカプセル着脱用凹部４１を持ち、カ
プセル収容保持部３０へカプセルＫの軸方向に対して横方向に引出し式に出入りできるよ
うになっており、カプセル収容保持部３０に設けられた凸部３７にカプセル入出部４０の
引出端部４４が当接することにより、引出し開端が規制される構成となっている。
【００２４】
また、カプセル入出部４０をカプセル収容保持部３０に入れ込むときには、カプセル入出
部４０の入出部凸部４５がカプセル収容保持部３０の当接面３６に当接することで入れ込
み端が規制される。
【００２５】
ポンプ部５０は、ゴム弾性をもつ材料により取付部５１、底部５２および周面が押圧部５
３となった有底円筒状に形成され、取付部５１はカプセル収容保持部３０のカプセル収容
保持部下部３８の円筒状の外周面に気密に装着され、底部５２の中央部には空気取入弁５
４が取り付けられている。
【００２６】
空気取入弁５４は、ゴム弾性を持つ材料で形成され、空気取入穴５５と取入弁体５６とか
ら構成され、ポンプ部５０が押圧された時には閉弁し、ポンプ部５０が押圧後に復帰する
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時には開弁して外部からポンプ部５０に空気を供給する。
【００２７】
本実施例による鼻腔用粉状薬剤施薬装置１０は、上述したように構成されるが、次に図３
ないし図５に基づいてカプセルの穴あけ時の動作について説明する。
【００２８】
まず、図３に示すように、カプセルＫをカプセル入出部４０のカプセル着脱用凹部４１に
置き、カプセル入出部４０のカプセル入出部端面４６を押し、カプセル入出部４０がカプ
セル収容保持部３０に入り込むようにする。
【００２９】
そして、図４のように、カプセル入出部４０のカプセル着脱用凹部４１に置かれたカプセ
ルＫがカプセル収容保持部３０に入り込むにしたがい、カプセル収容保持部３０にカプセ
ルＫの軸方向に対して横方向にカプセルＫの軸方向両側に位置して設けられた刃具６０Ａ
、６０ＢがカプセルＫの軸方向両側端部ＫＡ、ＫＢを切断することにより、カプセルＫの
軸方向両側に穴があけられる。
【００３０】
さらに、カプセル入出部４０のカプセル入出部端面４６を押し、入出部凸部４５がカプセ
ル収容保持部３０の当接面３６に当接させることにより、すでに軸方向両側に穴があけら
れたカプセルＫは薬剤施薬噴霧部２０の薬剤通路２１およびカプセル収容保持部３０の空
気流通路３１と連通し、施薬の準備ができる。
【００３１】
このとき、図５のように、軸方向両側に穴があけられたカプセルＫ内の薬剤が、空気流通
路３１に向けて落下するが、一方向弁３３が閉じていることにより、薬剤捕捉捕集部３２
で薬剤が捕捉、捕集される。
【００３２】
このように、本実施例によるに鼻腔用粉状薬剤施薬装置１０の穴あけ時においては、カプ
セルＫを鼻腔用粉状薬剤施薬装置１０に収納する動作のみでカプセルＫの軸方向両側に容
易に穴があけられると共に、一方向弁３３および薬剤捕捉捕集部３２によって穴あけ後に
落下、逆流する薬剤を確実に捕捉できる。
【００３３】
次に、カプセルＫに穴あけを行った後に使用者に施薬する施薬時の作動について図６に基
づいて説明する。
【００３４】
まず、薬剤施薬噴霧部２０のノズル２２Ａ、２２Ｂを使用者の鼻腔に挿入し、図６に示す
ようにポンプ部５０の押圧部５３を矢示Ｐ方向に押圧することにより、一方向弁３３に負
荷される空気の圧力が高まり、規定の圧力に達すると一方向弁３３が開弁しポンプ部５０
から一方向弁３３、薬剤捕捉捕集部３２および空気流通路３１を通りカプセルＫに向けて
空気が供給される。
【００３５】
これにより、ポンプ部５０からの空気はカプセルＫ内から薬剤通路２１およびノズル２２
Ａ、２２Ｂを介して使用者の鼻腔に流入する。
【００３６】
このとき、カプセルＫ内に流れる空気によって、カプセルＫの薬剤は攪拌されて空気と共
に使用者の鼻腔に送達、施薬される。
【００３７】
さらに、穴あけ時に薬剤捕捉捕集部３２に捕捉捕集され薬剤捕捉捕集部３２および空気流
通路３１にある薬剤はポンプ部５０からの空気により送り出され、カプセルＫ内の薬剤と
共に使用者の鼻腔に送達、施薬される。この結果、カプセルＫ内に充填された薬剤の規定
量を確実に使用者の鼻腔に送達、施薬できる。
【００３８】
また、ポンプ部５０の押圧が終了する直前には、一方向弁３３に負荷される空気の圧力が
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弱まり一方向弁３３が開弁する規定の圧力より低くなると、一方向弁３３は閉弁するが、
一方向弁３３が閉弁する直前までポンプ部５０からカプセルＫに向かって空気は流れてい
る。これによりカプセルＫ内や空気流通路３１および薬剤捕捉捕集部３２の薬剤はポンプ
部５０へ落下、逆流することなくポンプ部５０への薬剤の落下、逆流を確実に防止できる
。
【００３９】
さらに、ポンプ部５０の押圧が終了し押圧を解除すると、ゴム弾性をもつポンプ部５０の
押圧部５３が矢示Ｒ方向に戻り、ポンプ部５０内に負圧を生じさせることにより空気取入
弁５４の取入弁体５６が外部の空気の圧力により開いて空気取入穴５５を介し外部からポ
ンプ部５０内に空気が流入することで、ポンプ部５０の押圧部を二点鎖線で示すように元
の状態に復帰する。
【００４０】
本実施例による鼻腔用粉状薬剤施薬装置１０においては、カプセルＫをカプセル入出部４
０のカプセル着脱用凹部４１に置き、カプセル入出部４０をカプセル収容保持部３０に入
れ込むに従い、カプセル収容保持部３０にカプセルＫの軸方向に対して横方向にカプセル
Ｋの軸方向両側に位置して設けられた刃具６０Ａ、６０ＢがカプセルＫの軸方向両側端部
ＫＡ、ＫＢを切断することによりカプセルＫの軸方向両側に穴が開けられる。すなわち、
カプセルＫを鼻腔用粉状薬剤施薬装置１０に収容する動作のみの極めて少ない動作でカプ
セルＫの収容と穴あけができる。しかも従来技術のように別体となった穴あけ用のキャッ
プや先端部を紛失する恐れはなく、また穴あけ動作を忘れて施薬に失敗することなく、確
実にカプセルＫに穴をあけて施薬の準備ができる。
【００４１】
また、カプセル収容保持部３０には空気流通路３１にカプセルＫから落下、逆流してくる
粉状薬剤を捕捉、捕集する薬剤捕捉捕集部３２と、同じくカプセルＫからの粉状薬剤のポ
ンプ部５０への落下、逆流を防止する一方向弁３３が設けられている。この一方向弁３３
はポンプ部５０からの空気圧力が規定圧力以上になったときに開弁し、またポンプ部５０
からの空気圧力が規定圧力より低い場合は、スプリング３４により空気流通入口３５を閉
止し、空気や薬剤の逆流を確実に防止するようにしてある。したがって、穴あけ時に薬剤
捕捉捕集部３２に捕捉、捕集されて薬剤捕捉捕集部３２および空気流通路３１にある薬剤
は、ポンプ部５０の押圧により、ポンプ部５０内の空気圧力が規定圧力以上に高まり、一
方向弁３３が開弁してカプセルＫ内の薬剤と共に、使用者の鼻腔に送達、施薬できる。従
来技術のように穴あけ後のカプセルから薬剤がポンプ部へ落下することで必要な量の薬剤
の施薬ができなくなる問題や、ポンプ部の清掃を行う必要があるという問題も解消できる
ので、カプセルＫ内に充填された規定量の薬剤を確実に使用者の鼻腔に送達、施薬できる
。
【００４２】
さらに、薬剤施薬噴霧部２０において、薬剤通路２１が設けられ薬剤通路２１の先端部は
可撓性を持つチューブでできたノズル２２Ａ、２２Ｂが形成され、施薬時には使用者の鼻
腔にならって挿入でき、施薬できる。この結果、従来技術のように硬い樹脂でできた先端
部を鼻腔に挿入することで使用者の鼻腔を傷つける恐れや、使用者の鼻腔形状に適合しな
いことで鼻腔への施薬が妨げられて効率的な施薬ができなくなることもなく、安全にしか
も使用者の鼻腔形状に適合した効率のよい施薬ができる。
【００４３】
なお、図７は本発明の別の実施例による鼻腔用粉状薬剤施薬装置の断面図を示す（図中の
符号は、先の実施例と同一の意味を有する）。本実施例においては、薬剤噴霧部２０にお
いて、薬剤通路２１の先端部が可撓性を持つチューブでできたノズル２２が、前記した実
施例と異なり１本のノズルで構成されている点で異なるのみで、カプセルＫの穴あけ時の
作動、ならびに穴あけを行った後に使用者に施薬する施薬時の作動は先の実施例と全く同
様である。
【００４４】
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【発明の効果】
以上のように、請求項１の発明は、カプセルをカプセル入出部のカプセル着脱用凹部に置
き、カプセル入出部をカプセル収容保持部に入れ込むに従い、カプセル収容保持部にカプ
セルの軸方向に対して横方向にカプセルの軸方向両側に位置して設けられた刃具がカプセ
ルの軸方向両側端部を切断することにより、カプセルの軸方向両側に穴をあけることがで
きる。この後ポンプ部からカプセル収容保持部のカプセルに空気を供給してカプセル内の
薬剤を空気と共に施薬噴霧部の薬剤通路からノズルを介して使用者の鼻腔に施薬する構成
としたことから、カプセルを鼻腔用粉状薬剤施薬装置に収納する動作のみでカプセルに穴
あけまで行うことができる。本発明により、忘れ易い穴あけ動作を省き、穴あけ針を設け
たキャップや先端部などの別体のものを紛失する恐れもなく、極めて少ない動作で確実に
カプセルに穴あけを行うことができる。
【００４５】
請求項２の発明は、カプセル収容保持部とポンプ部の間に、穴あけ後のカプセルから落下
、逆流してくる薬剤を捕捉、捕集し、ポンプ内に落下させないためと、捕捉、捕集した薬
剤をポンプ部の作動によりカプセル内の薬剤と共に施薬することができる通路形状をもつ
空気流通路や薬剤捕捉捕集部およびスプリングにより開弁圧力を規定した一方向弁を設け
たことから、穴あけ時に落下、逆流した薬剤を施薬時にポンプ部からの空気によってカプ
セル収容保持部、薬剤施薬噴霧部を介してカプセル内の薬剤と共に使用者の鼻腔に送達、
施薬され、カプセル内に充填された規定量の薬剤は確実に使用者の鼻腔に送達、施薬でき
る。さらにポンプ部へ薬剤が全く落下しないので、ポンプ部の清掃を省くことができる。
【００４６】
また、請求項３の発明は、薬剤施薬噴霧部のノズルを可撓性を持つチューブで形成したこ
とから、施薬時に使用者がノズルを鼻腔に挿入する際に使用者の鼻腔形状にならって無理
なく挿入でき、安全にしかも使用者の鼻腔形状に適合した効率のよい施薬ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例を示す側面図である。
【図２】本発明の実施例を示す断面図である。
【図３】カプセル入出部を引き出してカプセルを置いた状態を示す図である。
【図４】カプセルを置いたカプセル入出部をカプセル収容保持部に入れ込む途中の状態で
刃具がカプセル端部を切断しつつある状態を示す断面図である。
【図５】カプセル端部が刃具により切断され、穴あけが完了してカプセル内の薬剤がポン
プ部方向へ落下、逆流している状態を示す断面図である。
【図６】ポンプ部を押圧することによりカプセル内の薬剤を送達、施薬している状態を示
す断面図である。
【図７】本発明の別の実施例を示す断面図である。
【符号の説明】
１０・・・鼻腔用粉状薬剤施薬装置
２０・・・薬剤施薬噴霧部
２１・・・薬剤通路
２２，２２Ａ，２２Ｂ・・・ノズル
３０・・・カプセル収容保持部
３１・・・空気流通路
３２・・・薬剤捕捉捕集部
３３・・・一方向弁
３４・・・スプリング
３５・・・空気流通入口
３６・・・当接面
３７・・・凸部
３８・・・カプセル収容保持部下部
４０・・・カプセル入出部
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４１・・・カプセル着脱用凹部
４２Ａ，４２Ｂ・・・カプセル切端排出部
４４・・・引出端部
４５・・・入出部凸部
４６・・・カプセル入出部端面
５０・・・ポンプ部
５１・・・取付部
５２・・・底部
５３・・・押圧部
５４・・・空気取入弁
５５・・・空気取入穴
５６・・・取入弁体
６０Ａ，６０Ｂ・・・刃具
Ｋ・・・・カプセル
ＫＡ，ＫＢ・・・カプセル端部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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